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　3月 11 日午後 2時 46 分に発生しました東北
地方太平洋沖地震により、数多くの尊い命が大津

波や建物の倒壊等により失われましたことに、心

より哀悼の意を表します。また、被災されました

皆さまには、謹んでお見舞い申し上げます。

　このたびの地震につきましては、発生直後に古

河市役所総和庁舎内の震度計が、震度 5強を記
録し、市内全域において被害が見込まれたため、

ただちに災害対策本部を設置して被害状況等の情

報収集にあたるとともに、ライフライン確保に

24時間体制を組み、全力で取り組んでいるとこ
ろでございます。

　3月 14日現在の古河市の被害状況は、地震の

被災されました皆さまに
　　謹んでお見舞い申し上げます

3月11日　巨大地震が
　　　　　東北・関東地方直撃

影響による死亡やけが等による消防救急車によ

る搬送はゼロで、軽傷者の報告は 3人、火災
の発生はありませんでしたが、家屋等の一部損

壊は、多数発生しております。また、日を追う

ごとに農業関係の被害報告も増えてきている状

況です。

　東京電力福島第一原子力発電所の事故につき

ましては、報道等のとおりでありますが、茨城

県においては放射能による健康への影響はない

との橋本知事からのメッセージが届いておりま

す。風評等に惑わされず冷静な対応を引き続き

お願いいたします。

　今後も大きな余震の可能性が指摘されてお

り、市民の皆さまの安全確保のために万全を期

す必要があります。加えて、福島県等で被災さ

れた方々の受け入れも始まりました。そのよう

な事情を考慮し、市では、当分の間、一部の公

共施設の利用停止や主催事業の中止などの対応

をとることといたしました。

　市民の皆さまには、ご迷惑とご不便をおかけ

することになりますが、国家的な危機に対応す

るための緊急措置として、ご理解とご協力をお

願いいたします。

　なお、市では、避難者の支援や災害の復旧に

対応するため、復旧・支援チームを組織いたし

ました。また、被災地を支援するため義援金の

募集と生活物資のご提供をお願いしておりま

す。ご協力をよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　古河市長　白戸　仲久

特集
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3月11日(金）　
○午後2時46分　三陸沖を震源にマグニチュード
9.0の地震が発生。古河市役所総和庁舎では震度5
強を観測。

○午後3時12分　市長を本部長とする災害対策本
部を設置。ただちに、負傷者や被害状況の情報収

集に努めるよう指示。

○午後9時30分　三和地区停電に伴い、広報車・
三和地区同報無線による広報を行う。非常用発電機

により三和浄水場を稼動し、水道水の確保に努める。

3月12日(土）　　
○午前9時55分　臨時庁議にて被害状況の報告。
○正午　市役所各部所で市内の被害状況を確認。

地震で被害を受けた、ブロック塀、瓦などの処分

受け入れを開始。

○午後1時　三和地区電気の復旧と節水および火
の元の安全を目的に広報車・三和地区同報無線に

て広報を行う。

3月13日(日）　  
　建物の危険度判定のため石岡市に職員を派遣

(13日～15日、延べ10人）。
○午後1時30分　県から避難者受け入れ体制の確
認要請があり、要請を受諾。

○午後9時　東京電力より計画停電の予定が発表
されたため、市内全域、広報車・消防団・消防

署・三和地区同報無線にて広報を行う。

3月14日(月)　 　
　県の要請により、給水車を土浦市に派遣。

○午前7時　計画停電による窓口業務時間等の案内

を市内全域、広報車・三和地区同報無線にて広

報を行う。

○午前8時30分　り災証明書の申請受付(個人)
○午後3時　市内循環バス(ぐるりん号)、デマ
ンド交通運休を広報車にて広報を行う。

3月15日(火)　 
○午後1時　被災地に対する募金箱を各施設に
設置。

3月16日(水)　  
○午前10時　古河市復旧・支援チームを設置。
全市内の被害状況を職員が各自治会長・行政区

長等協力により調査(16日～22日)。
○午後3時　各事業所等の援助を受けながらと
ねミドリ館に福島県からの避難者の受け入れを

開始。

3月17日(木)　　
○午前9時　市民からの被災地に対する救援物
資の受け入れを開始。

○午後1時　ボランティア団体による炊き出し
を開始。

　市ホームページ上に掲載した震災に伴う情報

を、多くの市民に伝えるため、別途、3庁舎お
よび社会教育施設、駅など市内16カ所に掲示。

3月18日(金)　            
　水戸市、常陸太田市に支援物資を配送。

○午前8時30分　り災証明の申請受付(法人)
○午後4時　各自治会長・行政区長等に支援物
資提供、義援金の募集、情報提供のための掲示

板設置の回覧を配布。

広報古河  2011.4.1

■地震直後の対応状況(3月18日現在までの経過です）

古河市災害対策本部(復旧・支援チーム)を設置しました

　市では、東北地方太平洋沖地震および東京電力(株)福
島第一原子力発電所事故による、避難者の受け入れおよ

び生活救援物資等の支援を円滑に進めるための総合窓口

として、3月16日に復旧・支援チームを設置しました。
主な業務は、避難者の把握、避難生活の確保・健康管

理、ボランティア活動の支援、生活救援物資の供給、救

援物資の支援、被災者からの相談、復旧事業の相談(道路
を除く)、その他震災に係る市民からの相談などです。

【問】総和庁舎(本庁)　古河市復旧・支援チーム
　☎92-5071、92-5076、92-5130、92-5136、92-5138
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▲被災地の皆さんに受け入れ場所を提供（とねミドリ館）

▲被災地への災害物資受付場所には皆さんの善意が集約
（中央運動公園総合体育館）

▲通行ができなくなった道路の損壊も市が迅速に対応
（尾崎）

▲市の職員が自治会・行政区を役員さんとともに被害状
況を確認

▲

市では、がれきの処
理に困らないよう臨時
的に市内 3カ所に集積
場所を設置

広報古河  2011.4.1

大地震発生による市内の動き　　　　　－　積極的な支援活動に感謝　－
■市民、ボランティア、市の動きなど

　市内でも震度5強を記録した
東北地方太平洋沖地震の影響に

より各地域で被害が発生しまし

た。それにともない、消防団に

よる迅速な広報活動や、社会福

祉協議会を中心に、市民、企

業、団体などによる積極的なボ

ランティア活動が始まり、避難

者の受け入れ、また、被災地へ

の災害物資援助などの協力体制

がただちに整い動きだしまし

た。その一部を紹介します。

特集
東北地方太平洋沖地震
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▲

体が温まる鍋料理を
ボランティア団体の皆
さんが提供
（とねミドリ館）

広報古河  2011.4.1

大地震発生による市内の動き　　　　　－　積極的な支援活動に感謝　－

▲屋根の瓦の一部が崩壊（古河地区）

▲公共施設も被害（古河地区）▲地震の衝撃によりゆがんだ屋根
（総和地区）

▲道路の一部に亀裂が発生（三和地区）

■市内の被害の様子

▲被災地への災害物資援助には子どもたちも積極的に協力
（中央運動公園総合体育館）

▲被災地への援助物資を現地へトラックで搬送
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夢のもてるまちづくりのために
　　　　全力で市政運営に取り組みます

・
市
民
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活
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政
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施政方針(一部抜粋)

はじめに　

　平成23年度は合併6年目の年となり、5年間の
成果を生かしながら、さらなる発展に取り組んで

いく時期であると感じております。

　私は、市長に就任以来、市民が夢のもてるまち

づくりを目指し、景気後退の状況下でも、市の活

性化に向けて積極的な市政運営をしてまいりまし

た。特に平成22年度は、グレードアップ予算や
経済対策における数多くの事業により、市民生活

のサービス向上や地域経済の活性化に努めてまい

りました。また、合併5周年を記念して、夏には
打ち上げ数2万5,000発の古河花火大会、秋には
関東ド・マンナカ宣言式など、さまざまな記念行

事を開催したところ、各行事も大変盛況となり、

市民の一体感の醸成につながりました。

　一方で、私は、市の将来に向けた持続的な発展

には経済基盤をより強固なものにすることが不可

欠であり、そのためには市内への企業誘致が重要

であることから、不退転の決意で企業誘致に取り

組んでまいりました。その結果として、このた

び、日野自動車の古河市への正式進出という大き

な成果を得ることができました。

日野自動車の進出

　先の新聞発表にありますように、2012年春に
は、名崎工業団地にて生産工場を稼働させ、段階

的に生産を移しながら、2020年までに本社工場
を閉鎖し、ものづくり技術を世界に展開するマ

ザー工場として新工場を位置付けております。新

工場の生産能力は現在の倍増となる20万台で、
従業員は2,300人を超える見込みとのことであ
ります。日野自動車の進出は、古河市の産業交流

拠点の核として大いに期待するとともに、市の経

済および産業活動に大きな利益をもたらすものと

確信しております。

市政運営の柱

特集
平成23年度 施政方針
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　折しも、総合計画の後期基本計画がまとまり、

さまざまな施策を盛り込んでいるところですが、

合併優遇措置も活用しながら、古河市がこれから関

東の中核的な都市として不動の地位を確立できるよ

う、積極的に市政運営を展開してまいります。

市政運営の基本方針

　これから古河市は、これまでの市民生活のサー

ビス向上を維持しつつ、中長期的に安定的な財政

運営を図りながら、将来の発展に向けた施策を実

行していくことが必要であります。

　そこで、平成23年度は、次の視点から各種施
策に取り組んでまいります。

　まず、私は、「市民生活のサービス向上」を掲

げ、平成22年度からグレードアップ事業など数多
くの事業に取り組み、幅広い分野でさまざまな市

民生活のサービス向上を実現してまいりました。

　また、古河市が「暮らすまち」「集うまち」と

して十分な機能を発揮するためにも、さらに都市

の魅力を創造することが必要であります。そのた

めには、合併による有利な財源を有効に活用する

ことが必要であることから、第1次総合計画後期
基本計画を1年前倒しして策定したところであり
ます。計画案につきましては本議会で審議いただ

くことになりますが、平成23年度から将来にわ
たる持続的な魅力づくりや活力の創造に向け、そ

の方向性や各種施策をお示ししております。

　特に、都市基盤の整備や教育文化の向上などは

重要でありますので、総合的文化施設や道の駅の

整備、中高一貫教育校の開校などを新たな古河市

の魅力を創造する重点施策として位置付けたいと

考えております。

総合的文化施設の準備

　総合的文化施設につきましては、古河市にふさ

わしい施設となるよう、整備に向けた本格的な準

備を進めてまいります。また、道の駅の整備につ

きましても平成25年度のオープンを目標に事業
を着実に進めてまいります。なお、新たに政策推

進部を設置し、この2つのプロジェクトを単独の
部に集中させることで、事業の早期実現を目指し

てまいります。

チャンスを生かす

　さらに、古河市は、日野自動車の進出をは

じめとして、将来の発展に向けた多くのチャ

ンスを得ることができました。
　「このチャンスをいかに生かすことができ

るか」これからが、古河市としてまさに真価

が問われるところであります。全国的にも古

河市の動向が注目されている中、市としても

全力を挙げてこのチャンスを生かさなければ

なりません。

　まずは、将来の期待に向けて日野自動車の

進出に対し、古河市として受け入れに万全を

期すことであります。市としましては、企画

調整部内に「名崎工業団地準備室」を設置

し、受け入れ体制を強化してまいります。今

後は、日野自動車および茨城県と協議を進

め、市としての役割を十分に果たすために

も、関連企業の誘致策も含めて各種施策を展

開していきたいと考えております。

一丸となって新たな段階へ

　古河市にとりましては、大きな発展に向け

た重要な時期を迎えます。今こそ英知を結集

し、市職員はもとより、議員の皆さまをはじ

めとした市民の皆さまと一丸となって、古河

市の将来に向けて力強く踏み出してまいりま

す。
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重点施策1　市民主体の行政とみんなで築く“地域”づくり

平成23年度主要な事業（基本となる6つの柱)

重点施策2　互いに支えあう福祉と健康の“社会”づくり

重点施策3　健やかな市民と文化を育む“人”づくり

項目 内容

行政情報の提供
市民との懇談会、出前講座の実施、広報・お知
らせ版発行(紙面の充実)、動画配信

自治組織への支援 地区や自治会等の活動支援

コミュニティの推進 コミュニティ設立推進(古河地区2団体が設立予定)
男女共同参画社会の実現 男女共同参画プラン実施計画の策定

行政の効率化
行革大綱の実施、機構改革、公共施設の調査検
討(庁舎含む)、MOMOCAカードでの住民票等
のコンビニ交付開始 

項目 内容

高齢福祉の充実
高齢者いきいきふれあい旅助成、グループホー
ム建設等への支援

医療の充実
医療費助成(中学生まで対象)、子宮頸がんおよび乳が
ん無料検診クーポン券、市負担による子宮頸がんワク
チン予防接種、ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン接種

少子化対策
出産お祝い金、子育て支援金支給、ブックス
タート事業(乳児へ絵本贈呈)

保育サービスの充実
待機児童の解消継続、古河七小児童クラブ学校
敷地内への整備

項目 内容

学校教育の充実
県立中高一貫教育校の開校推進、学校づくり
チャレンジ事業、理科・英語教育の推進

学校施設の整備
駒羽根小・名崎小・古河二中耐震補強工事、古
河一小改築(基本設計)、古河六小改築工事

学校給食センターの整備 学校給食センターの建設(基本計画の策定)
生涯学習の推進 各種講座、教室の充実、青少年保全育成活動の推進

生涯学習施設・文化施設
の整備

地域交流センター整備、総合的文化施設の整備
(基本計画の策定)

スポーツ施設の整備
中央運動公園総合体育館整備、古河市テニス
場・スポーツ交流センター整備

特集
平成23年度 施政方針
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重点施策4　活力と元気にあふれた人の集まる“魅力”づくり

重点施策5　自然と共生した安全で快適な“暮らし”づくり

重点施策6　みらいを見据えた都市の“基盤”づくり

項目 内容

商業の振興
古河ブランド商品開発、市内空き店舗活用の対
象範囲拡大

工業の振興
企業立地調整基金の創設(日野自動車等関連企業
の財政支援への備え)、道の駅整備(管理運営方
法の検討等）

農業の振興
青果物銘柄産地育成(古河産品の生産奨励)、地域
農業活性化支援(農業用機械等の購入助成)、交流
農園(地産地消やグリーンツーリズム促進）

観光の振興 イベント事業、観光PR(坂長本店、ﾌｨﾙﾑｺﾐｯｼｮﾝ)
雇用機会の拡大 緊急雇用対策(庁内で100人予定)

項目 内容

上水道の整備 思川開発への参画

下水道の整備
都市下水路整備(磯部都市下水路における用地測
量)、農業集落排水整備(葛生地区整備推進)

環境問題への取り組み 環境保全、地球温暖化対策推進

ごみ収集 現行の収集サービス維持

畜犬対策 飼育マナーの啓発(愛犬カード｢WANCA」の交付)

防災機能の強化 消防団活動、消防施設整備、自主防災組織活性化

防犯・交通安全対策
防犯灯整備、交通安全キャンペーン、交通安全
施設整備

項目 内容

道路の整備
筑西幹線道路整備(平成24年度開通予定)、桜町
上辺見線整備、生活道路の整備

公共交通の充実
市内直通横断バス運行(十間通り)、三和庁舎バ
ス待合所整備

区画整理の推進
古河駅東部土地区画整理・片田南西部土地区画
整理推進
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古河市の組織機構(市役所の課・室)が              
一部変更になりました

　市では、市政に対するあらゆる環境の変化を

いち早く把握し、適切な対応ができる柔軟な組

織体制づくりを図るため、4月1日から市役所の
機構を一部変更しました。

【問】総和庁舎(本庁)総務課行政管理室　
　☎92-3111

　具体化してきた道の駅や総合的文化施設につ

いては、市にふさわしい施設整備に向け、本格

的な準備を進めていく必要があります。

　このため各推進事業に係る業務をそれぞれ

「道の駅推進室」と「総合的文化施設推進室」

として独立させます。

　さらに、この2室を新しく「政策推進部」と

して再編し、プロジェクトを推進する組織機能

をさらに強化することで、事業の早期実現を目

指します。

変更前 変更後 庁舎

企画調整部 政策推進課

企画調整部 名崎工業団地準備室【新設】

総和庁舎2階
政策推進部【新設】

道の駅推進室【新設】

総合的文化施設推進室【新設】

　日野自動車株式会社の古河市への進出が決定

し、市はさらなる発展を目指して計画的なまちづ

くりを展開していく必要があります。

　このため企画調整部内に「名崎工業団地準備室」

を新設し、日野自動車

株式会社の受け入れ態

勢の強化を図るととも

に関連企業の誘致策な

ども含めて各種施策を

展開していきます。

■プロジェクト事業の早期実現のため組織体制を強化しました

【政策推進部を新設】　 【名崎工業団地準備室の設置】　

特集
組織機構の一部改正
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○組織の名称を変更します

部 変更前 変更後 庁舎・施設

企画調整部 情報政策課 企画課情報政策室

総和庁舎総務部 行政改革推進課 総務課行政管理室

健康推進部

保険年金課 保険年金窓口室

保険窓口室 保険年金課 古河庁舎

保険窓口室 保険年金窓口室 三和庁舎

環境安全部 環境施設管理課 生活環境課環境施設管理室
古河クリーン
センター

◆◆「古河市水道料金お客様センター」の場所が変わりました　◆◆

　4月1日から「古河市水道料金お客様センター」が、古河庁舎
の2階から1階に変更になり、ますます利用しやすくなります。

☆営業時間　　午前8時30分～午後5時15分(土曜日、日曜日、
　　　　　　　祝日、年末年始を除く)
☆連絡先　　　☎21-1065

▲各庁舎の窓口でのサービス内容に
変更はありません

古河庁舎
1階

収納課

北口

正面
玄関

パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口

市民ロビー

総合
相談室

市民
税課

資産
税課

市民
窓口室

保険
年金課

滞納処分室

水道料金
お客様
センター

部 変更前 変更後 主な業務 庁舎・施設

産業部

観光物産課

観光振興課 観光振興全般

総和庁舎特産品の普及、地域ブランド戦略の
推進

物産振興室

農政課
農業振興課

農政課 農政全般

三和庁舎農業者戸別所得補償制度の推進、担
い手育成の支援

農業活性推進室

学校教育部
教育総務課
学校教育課
学校給食課

教育総務課
教育委員会の総務、学校施設の管
理、児童・生徒の就学、学級編成

古河庁舎
学校給食保健課 学校給食の管理・運営、学校保健

社会教育部 生涯学習課
生涯学習課 生涯学習の企画推進、青少年の健全育成

社会教育施設管理課 社会教育施設の管理・運営 中央公民館

○類似部署を再編します

■その他の変更点
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育てよう！まちのブランド
　　　　　～『古河ブランド』～

◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆

　市の優れた産品を古河ブラン

ドとして認証することで、古河

市のイメージ向上および古河ブ

ランド産品の販売拡大等を通じ

て地域の活性化を図ります。

【問】総和庁舎(本庁)
商工政策課　☎92-3111

◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆

　皆さんは地域ブランドと聞い

たとき、最初に何を思い浮かべ

ますか？

　三重県の松坂牛、北海道の夕

張メロン、魚沼産コシヒカリ

……。地域の特産品に付加価値

を付け、地域のイメージとの調

和を図りながら特産品をブラン

ド化していく。

　その結果地域全体のイメージ

アップが図れ、地域経済を潤し

ていく。そんな取り組みが全国

さまざまな地域で取り組まれて

います。

　ブランド(brand)という言葉
は、英語で「焼き印を押す」と

いう言葉のBurnedから派生し
た言葉といわれています。

　牧童が自分の牛を他人の牛と

取り違えないように押していた

「焼き印」が、ブランドの起源

といわれています。

■ブランドとは

アンテナ
ショップ

広報古河  2011.4.1

※イメージ図であり、変更になる場合があります

特集
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古河駅西口
まちなか再生市民広場内
アンテナショップ

ネーブルパーク内
アンテナショップ

■古河ブランド

　ブランドという言葉は、時代

が進むにつれ、信頼性や付加価

値が加わり大きく成長してきま

した。

　あこがれのブランド品を手に

したときの喜び、満足感。今、

このブランドの確立と管理こそ

が、企業の生き残りを賭けた重

要な戦略です。

　市でもこのブランド戦略を生

かし、市を大きなブランドとし

て広くPRし、成長していけれ
ば……。「古河を誇りに思う」

「古河に愛着がわく」「古河を

尋ねてみたい」「古河のものを

買ってみたい」そんな思いを持

つ人がもっと多くなるよう『古

河ブランド』という新たな挑戦

が始まりました。

■アンテナショップ

　古河市ネーブルパーク内、古

河駅西口まちなか再生市民広場

内に『古河ブランド』アンテナ

ショップがオープンする予定で

す。(地図参照)
　アンテナショップでは、『古

河ブランド』として認証された

産品を多数取り揃えてお待ちし

ています。また、時には新鮮な

地元野菜も販売しますので、ぜ

ひ、ご来店ください。

【アンテナショップの場所】

■『古河ブランド』とし
て承認されるには

　自社の産品を『古河ブラン

ド』として承認希望される人に

は、「古河ブランド認証要綱」

および「古河ブランド認証基

準」により手続きが必要になり

ます。以下の流れを参照してく

ださい。また、詳細はお問い合

わせください。

○手続きの流れ

申請

審査

承認

◆アンテナショップに期待しています

　古河の名産品・特産品が一堂に会

するお店ができると本当に便利にな

りますね。これで、古河市に観光に

訪れた人たちによいPRになるので
はないでしょうか。そんな古河市の

アンテナショップを私たちもみんな

が期待しています！！
古河市観光ボランタ

リーガイド協会　

矢口　節子さん

古
河ブランドマ

ー
ク
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『古河市環境基本計画』を策定しました

　市では平成23年度から平成32年度までの10年間における市の環境保全に取り組むための
指針となる「古河市環境基本計画」を策定しました。『人と自然が共生し、豊かな環境・歴

史を未来につなぐまち古河』という将来環境像を掲げ、実現のための5つの大綱を立ててい
ます。この計画の策定には、環境審議会、環境市民委員会やパブリックコメントなど多くの

市民が参加。皆さんの意見が反映された計画となりました。詳細は市公式ホームページ、ま

たは各公民館等でご覧になれます。また、概要版を配布(回覧)する予定です。
【問】三和庁舎環境政策課　☎76-1511

■環境基本計画の概要

【自然環境】 

【環境保全に
　取り組むための基盤づくり】 

【生活環境】 

【地球環境】 【快適環境】 

■策定までの経緯

■平成21年7月　策定方針を決定

■平成21年12月　環境審議会へ諮問　
　市民・事業者アンケート調査(市民：2,000
　人、事業者：500社対象）
■平成22年2月
　市内事業者ヒヤリング調査(関係団体など)   
■平成22年3月～12月
　環境審議会および環境市民委員会で内容を検

　討・素案の作成

■平成23年1月　パブリックコメント
■平成23年2月　環境審議会から答申

　次世代に残すべく古河市の姿として目

標とする将来環境象を設定します。

　そして実現のために5つの分野(地球環
境、快適環境、生活環境、自然環境、環

境保全に取り組むための基盤づくり)に環
境目標を設定し、それぞれの分野におい

ての目標を達成するための取り組みを展

開します。

◆将来環境象を実現のための5つの 
　環境目標

特集
古河市環境基本計画
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■策定までの経緯

■古河環境ルール（古河eルール)

　古河市環境基本計画において、市民や古河市

を訪れる人への環境配慮指針として、ごみ、美

化、マナー、自然、地球温暖化防止など多岐に

渡って環境保全のための取り組みが示されてい

ます。

　そこで、古河市独自の環境保全のための行動

指針(以下「古河環境ルール(古河eルール)」と
いう。)を、親しみをもって行動できる具体的
かつ簡潔な表現でアピールし、市民運動として

取り込むものです。

■古河ｅルール　その1(古河市喫煙ルール)
　路上でのポイ捨て、歩きタバコはしません。決

められた場所で吸いましょう。駅前ロータリーで

は喫煙場所を指定し、タバコを吸わない人を守り

ます。

「ノーポイ&ノースモーク 古河」、「グッ
ド・マナー 古河」

■古河ｅルール　その2
　市民総ぐるみ清掃や町内(自治会)主催の清掃
活動に積極的に参加します。

「クリーン・アップ 古河」、「ピッカピカ 古河」

■古河ｅルール　その3
　買い物はマイ・バッグを持参します。

CO2CO2(コツコツ)減らしましょう。
「マイ・バッグ 古河」

■古河ｅルール　その4
　エコ・イベント・ルールによる環境に配慮した

お祭り・行事等を開催します。主催者も参加者も

環境に配慮しつつイベントを楽しみましょう。

「EE 古河」、「エコで楽しいイベントづくり 
古河」

■古河ｅルール　その5
　ごみを道端や林の中などに捨てると環境を汚染

するだけでなく、撤去するための費用がかかりま

す。ごみ出しのルールを守り、ごみの不法投棄は

絶対しません、許しません。ペットのマナーは飼

い主の責任、フンは必ず持ち帰ります。

「キープ・クリーン&グ
リーン 古河」「ごみはき
ちんと持ち帰ろう 古河」

◆古河駅前広場の喫煙場所を整備しました

　3月16日、古河eルール　その1(古河喫煙ルール)に基づき、古河

駅前広場に点在していた灰皿スタンドを全て撤去し、駅東口、駅西

口にそれぞれ一箇所ずつ喫煙コーナーを新設しました。新設工事の

様子を眺めていた50代男性は「喫煙者の1人として、厳しい状況に

なったと思うが、マナーを守ることは大事」、30代女性は「駅前

がきれいになるのは、とても良いこと」などと、さまざまな感想を

話していました。

▲新設した喫煙コーナー

15



広報古河  2011.4.1

　新井白石 (1657-1725) とい
えば、江戸幕府 6～ 7 代将軍
徳川家

いえのぶ

宣・家
いえつぐ

継の側近・政策ブ

レーンとして「正
しょうとく

徳の治
ち

」を推

し進めた江戸時代を代表する儒

学者、政治家。教科書や歴史事

典の頁を大きく割
さ

くほどの歴史

上の重要人物です。意外にもこ

のビッグネーム、わがまち古河

と歴史的なつながりを有してい

ました。

儒学者であるのに　蘭学の創始者

　新井白石は、学問・政治の世界

における多分野で大きな業績を残

した人物でした。そして、単に、

儒学者・政治家という肩書きの枠

に留まらないスケールで歴史上に

その存在感を誇示しているといっ

てよいでしょう。

　たとえば、学者としての側面を

みると、江戸中期までに和漢洋

にわたり多大な業績をあげている

のはひとり新井白石だけである

かもしれません。一般に、蘭学

は、一世代あとの人々、すなわち

青
あおきこんよう

木昆陽や前
まえのりょうたく

野良沢、杉
すぎたげんぱく

田玄白等

をその濫
らんしょう

觴とするといわれていま

す。しかるに、儒学者新井白石

は、それより早く西洋の歴史・地

理・風俗などの研究成果である

『西
せいようきぶん

洋紀聞』や『采
さいらんいげん

覧異言』をま

とめており、こんにちの歴史学で

は、蘭学の創始者という評価もな

されているのでした。

　殊に、宝永 5(1708) 年、屋
久島 (現：鹿児島県)に潜入して
捕らえられたイタリア人宣

せんきょう

教師
し

のジョヴァンニ・バッティス

タ・シドッチ (1668-1714) と
の邂

かいこう

逅は白石自身が「奇会」と

表現するとおり、両者の才能が

出会わなければ決して誕生する

ことのなかった奇跡的な学問成

果を江戸文化に刻んだといって

よいでしょう。白石は、直接面

談したシドッチの学識を大いに

評価、そこから得た西洋の歴史・

地理・風俗の情報と知識を上述

の著作にまとめました。これら

の著作は、蘭学・洋学の隆盛と

ともに名著と認識され読み継が

れており、白石の死去からちょ

うど 60年後に誕生した鷹見泉
石も、みずから書写した『采覧

異言』を傍らにおいて愛読して

います。

　また上記のほか、白石は、歴史

学・民俗学・考古学・地理学・言

語学・文学・宗教学・有
ゆうそくこじつ

職故実・

植物学という実に幅広い分野に

著作や成果を残しました。彼が

修めた学問範囲に驚かされる

ばかりでしょう。『藩
はん

翰
か ん ふ

譜』や

『読
とくし よ ろ ん

史余論』、『蝦
え ぞ し

夷志』に『南
なんとうし

島志』、

『折
お

りたく柴
しば

の記
き

』等々、白石が

世に出した珠玉の作品群は、いま

も生命を持ち続けています。蛇足

ながら、邪馬台国九州説や、オキ

ナハに「沖縄」の文字をあてたの

も、新井白石先生のおこなったこ

とでした。

波瀾万丈の青年期

　さて白石は、6代将軍家宣か
ら「一体分身」という絶大な信

用を得て「正徳の治」を推進し

ていますが、そこに至るまで順

風満帆に歩んだわけではありま

せん。そのあいだに経験したさ

まざまな困難は、結果として彼

を単なる秀才の枠にとどめるこ

となく成功に導く原動力となり

ました。古河藩に在籍した新井

白石は、雌
し ふ く

伏の青年時代、それ

は次回にて。

古河歴史博物館学芸員　永用俊彦

▲「新井白石肖像」(原徳斎『先哲像伝』
より)

新
あ ら い は く せ き

井白石と古河藩
あ ら い は く せ きあ ら い は く せ きあ ら い は く せ きあ ら い は く せ きあ ら い は く せ き

第19回
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思い出に残る「６年生を送る会」

▲卒業生は思い出多い学校生活にまた
ひとつの思い出が増えました

高齢者叙勲

表彰、出場等おめでとう

　翁川貴成くん (磯部）

　高橋恵介さん (尾崎）

　高橋友美さん (尾崎）

江澤泰助さん (88 歳、恩名）
元八俣小学校校長

瑞宝双光章

◆第 27 回県スポーツ少年団ス
ポーツ大会

【小学生男子バレーの部】

古河ますらお

　2月 27 日に日本青年館 ( 東
京都新宿区 ) で行われた第 33
回日本剣道少年団研修会におい

て翁川貴成くん ( 小学 5年生・
総和剣道クラブ )が小学生の部
で見事第２位に輝きました。

日本剣道少年団研修会

　2 月 12 日・13 日にくろし
おアリーナ ( 高知市 ) で行われ
た第 22回全日本ベンチプレス
選手権大会において個人戦男子

66 ㎏級に出場した高橋恵介さ
ん (BIGGUNS) が第 2 位、個
人戦女子 52㎏級に出場した高
橋友美さん (BIGGUNS) が第
3位の成績を収めました。

全日本ベンチプレス選手権

全国大会出場

◆はまなす杯第 5回全国中学
生空手道選抜大会

【中学 2年の部・男子個人形】
綾部聖さん

(国際剛柔公道会茨城）
【中学 1年の部・女子個人形】
稲田桃香さん

(国際剛柔公道会茨城）

県大会で優勝

【中学 1年の部・女子個人組手】
土堂彩香さん　

（総和空手道スポーツ少年団）

　3月 10日、駒羽根小学校体
育館において、この3月に駒羽
根小学校を卒業された6年生を
送る会が行なわれ、在校生とと

もに、「駒羽根小学校を守るボラ

ンティアの会」(通称名・地域
ボランティア）とフラウェンコー

ルの皆さんが参加し、歌を披露

して卒業をお祝いしました。

　平成21年に発足した地域ボ

ランティアの皆さんは、普段か

ら、児童の登下校時の通学路に

立ち、安全を見守るなどの活動

を行っています。

　当日は「仰げば尊し」や「駒

小アルバム」などの4曲の歌を
ピアノの伴奏に合わせて力強く、

そして、きれいに歌いあげ、しっ

とりと聞いていた6年生は大き
な拍手でおこたえしていました。
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H O T N E W S

パパと一緒に楽しくクッキング

▲できあがったパンはカードを添えて
家族のお土産に

県内初のコンビニ交
付がスタート

消防春季点検式

▲コンビニでも住民票の写しと印鑑証
明書が手に入り便利になりました

▲三和幼稚園・保育園の児童による和
太鼓の演奏は息もぴったり

▲消防ポンプ車の点検をする団員

○日本消防協会長表彰　精績章

　野村　久男さん

(前古河市消防団第1分団分団長)

○茨城県知事表彰

　永年勤続功労章(勤続20年)

　内田　信一さん

(古河市消防団副団長)
　高木和　宏さん

(古河市消防団第4分団班長)
　海老澤　則重さん

(古河市消防団第6分団分団長)

受賞者

　3 月 5 日、とねミドリ館に
おいて、県女性プラザと市男女

共同参画室との共催で「パパと

いっしょにクッキング inこが」
がお父さんの家事・育児参画を

目的に開催されました。当日は

市内のお父さんと小学生の親

子 8組 20人が協力して料理を
作り、おいしいパンとスープが

できあがりました。参加した小

学生からは、「簡単だったので

今度は家でパパと作って、焼き

たてをママに食べさせてあげた

いです。」お父さんからは、「今

日は子どもたちと楽しみながら

料理をすることができました。」

「これを機会に料理を作ったり

片づけを手伝ったりしたいと思

います。」などの感想が寄せら

れ、楽しい時間を過ごしました。

　3月 1日、市では、市民の利
便性の向上を図るため、住民基

本台帳カード「ＭＯＭＯＣＡ」

で住民票の写しと印鑑登録証明

書を全国のセブン・イレブンの

情報端末で取得できる“コンビ

ニ交付”をスタートし、その開

始式を長谷町にあるセブン・イ

レブンで行いました。

　県内自治体では初の取り組み

となる、このコンビニ交付は住

民基本台帳カードを利用しての

サービスで、利用時間は午前 6
時 30分から午後11時までで、
休日も利用できます。

　2月 27 日、古河市中央運動
公園イベント広場、総合体育館

にて「古河市消防春季点検式」

が行われました。消防団員によ

る人員・姿勢・服装の点検や機

械器具の点検を行った後、消防

ポンプ車による一斉放水が実施

されました。また、古河鳶
とびいちばん

一番

組
ぐみ

と古河木
きやりきんせいかい

遣公聲会による「は

しご乗り・まとい振り」や三和

幼稚園・保育園幼年消防隊によ

る「防火の誓い」などのアトラ

クションが披露されました。そ

の後、総合体育館では、永年勤

続団員表彰など各種表彰の伝達

も行われました。
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小学生古文字書道展

▲たくさんの人が来館して力強い作品
を鑑賞しました (三和資料館 )

▲学校ごとに展示日をずらして全作品
を展示しました (篆刻美術館）

～  新「古河市」合併5周年事業  ～

　新「古河市」合併5周年の
記念の年も先月で終了しま

した。今回は、昨年1年間に
わたり実施しました新「古河

市」合併5周年記念事業につ
いて取り上げます。

　古河市は合併後、行財政改

革や暮らしの安心・安全、将

来を見据えた基盤づくりを最

優先課題としてまちづくりに

取り組んでまいりました。

　合併5周年にあたり、市民
の融和と一体感の醸成をさら

に進めるとともに、市の発展

と市を全国に知らしめるため

に新「古河市」合併5周年記
念事業を企画いたしました。

　記念事業の基本理念とし

て、「市民一体化に資する事

業の推進」「古河市の知名度

アップの強化」「地域財産の掘

り起こし」の3つを掲げ、行
財政力の強化を図り、財源の

大幅な確保により、市民サー

ビスの向上につながるさまざ

まな事業に取り組みました。

　5月のこどもまつりを皮切
りに、夏は、打ち上げ総数2
万5000発、三尺玉3発を打
ち上げた関東最大の古河花火

大会。秋は、関東ド・マンナ

カ宣言式、合併5周年記念式
典、関東ド・マンナカ祭りで

のスイーツコンテストや、三

和産業祭・さんさんまつりで

の手筒花火の実演、よかんべ

まつりでのゆるキャラのお披

露目。冬には、古河駅西口駅

前で開催した提灯竿もみまつ

り、年末の夜を彩るイルミ

ネーション「コガ　ルミナ

ターレ」などの事業を、市民

の方々をはじめ、数多くの

方々のご協力、ご理解をいた

だき盛大に実施することがで

きました。　

　数々の記念事業を実施して

いく中で、私が、特に実感し

ましたことは、勢いのある

「市民パワーとエネルギー」

でした。

　今後も、この「市民パワー

とエネルギー」を大いに生か

していただき、市民と行政が

一丸となり、関東の中核都市

を目指していきたいと存じま

す。

　昨年 12 月～ 3 月にかけて、
市内の小学生の書道作品が展示

された「第 20 回古河市小学生
古文字書道展」が、古河・総和

地区の小学校の作品は篆
てんこく

刻美術

館で、三和地区の小学校の作品

は三和資料館で、それぞれ開催

されました。

　これは、現在使われている漢

字のもとである古文字 ( 篆書・
金
きんぶん

文・甲骨文字 ) に親しみ漢字
に興味を持ってもらうため企画

されたもので、市内の小学 3年
生～ 6 年生が書いた 5,280 点
の作品は、期間中、作品の優劣

をつけずに全て会場に展示され

ました。
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My Hobby

▲ただ強くたたくのではなく歌を歌うように弾く
音色は日本独特の文化です

▲

発表会で見
事な音色を披
露している斉
藤さん

魂を呼び起こす音色「津軽三味線」

　斉藤スミ子さん　(磯部)

広報古河  2011.4.1

　津軽三味線は弾く人の感性・技巧により音色も

異なり、即興演奏により弾き手の人格をも表現す

る、まさに人間の感情を持った楽器ともいわれて

います。そんな三味線に出会い、その魅力を世界

へ伝えようと励んでいる斉藤さんに今回は話を伺

いました。

三味線との衝撃的な出会い

　25年前、当時習っていた民謡の師匠から紹介
され、埼玉県の蓮田市内にある三味線の教室へ。

そこで津軽三味線竹山流の師匠と出会い、初めて

聞いた音色が素晴らしく深い感銘を受けたそうで

す。それからは、その教室に通うのが励みとな

り、自営の仕事が忙しい中もご主人の協力もあっ

て工夫して取り組み、自ら車で1時間かけて教室
に通い続けました。何事にも一生懸命な斉藤さん

は、早く自分のものにしたくて必死に練習を繰り

返し、技術の習得に励みました。

津軽三味線竹山流の魅力を伝えたい

　竹山流はバチを薄くして三弦あるうちの二弦、

三弦を多用して歌を歌っているように弾くのが特

徴。その響き、音色のつながりにはどんどん引き

込まれ、歌がなくてもその独奏性が日本の文化を

表現し、魅力が伝わっていきます。

　夢であった師匠の資格を取得した現在、自宅で

教室を開きその魅力を生徒さんに伝えています。

楽しみだとやってくる皆さんは熱心に稽古に励ん

でくれて確実に上達。その姿勢をとてもうれしく

感じています。また、ボランティアで施設等を定

期的に訪問し、演奏を待っていてくれる人たちの

顔を見るのも楽しみ。その他、市内で行われる発

表会などにも積極的に参加しているそうです。

常に目標を持って

　振り返ってみると「あの時、竹山流に出会わな

かったらここまで打ちこんでやってこれたかどう

か」と…。「これからも生徒さんの希望に添える

よう自分にしかできないパフォーマンスを求めて

いきたいし、音の取り方を生徒さんにキチッと教

えていきたい。この日本特有の文化を海外にも伝

えたいし、その力になりたい。」と常に前向きな

発言が聞こえてきます。そして、何よりも一番は

「みんなで一緒に楽しんでいきたい」と笑顔の中

にも力強く話してくれました。

20



My Hobby
パークライフ　《かがく大好きスタンプラリー》

文化財の窓　　　名所・旧跡絵図の世界

▲スタンプ台紙

▲豆州熱海全図

広報古河  2011.4.1

　かつて奈良・京都・鎌倉などの観光地や日本三

景などの名勝地、また那須・草津・熱海といった

温泉地では、観光みやげとし木版・銅版・石版に

よって印刷された景
けいしょう

勝を俯
ふか ん

瞰した絵図が売られて

いました。また明治末期になると、絵はがきが観

光みやげとして登場します。神社や寺院では境内

絵図のほかに縁
えんぎ

起や由
ゆいしょ

緒を印刷したものが売られ

ていました。

　三和資料館では、江戸

時代から昭和にかけての

名所・旧跡(観光地)に関
する館蔵資料を中心にし

た展覧会を4月23日(土)
から開催します。その展

示資料から１点紹介しま

す。

　この資料は、静岡県

伊豆の熱海温泉街を海

側(相模湾)から俯瞰した
銅版印刷の絵図です(舘
野家文書)。上部中央に
「皇国第一等之温泉 豆

ずしゅう

州熱海全図　 明治三十六
年五月改正」とあり、発行の明治36(1903)年は
日露戦争の前年にあたり、温泉のキャッチフレー

ズに時代背景がうかがえます。

　絵図には旅館や役場・学校・寺社・病院などの

建物が細かく描かれ、それぞれ旅館名や建物の名

称が入っています。電柱・電線、人・人力車まで

描かれ、海には蒸気船・帆船、引網漁も描かれて

います。とくに興味深いのは右側欄外に描かれて

いるものです。「豆
ずそ う

相人車鉄道会社」とあり、

建物から上部に二重線(レール)が2本描かれ、1
本は欄外右上まで延

ばされ3台の車
しゃりょう

輌が描

かれています。もう1
本は駅名と里

り て い

程が記

されています。この

豆相人車鉄道は、明

治29(1896)年、小田
原―熱海間に開通し

たレール上の客車を

人力で押して輸送す

る鉄道でした。客車

の定員は4～6人で、
車丁2～3人で押して
小田原―熱海間を約

3時間50分かけて結んでいたといいます。明治
40(1907)年軽

けいべん

便鉄道に変わるまでの12年間、熱
海観光の交通手段として利用されていました。　

　　　　　　　　　　　　　　　（三和資料館）

　今回はネーブルパークが協力する「かがく大好

きスタンプラリー」についてご紹介します。

　このスタンプラリーは茨城県内の小学校に通う

3・4年生を対象にしたものです。各小学校で配
られるスタンプ台紙を持って、県内各地にある

施設(平成22年度は47施設)を
回ってスタンプを集めます。

古河市内でこのスタンプを設

置しているのはネーブルパー

クと古河歴史博物館ですが、

他のスタンプは北は高萩市・

常陸太田市、南は鹿嶋市・潮

来市などと広範囲にわたるた

め、子どもたちだけでまわる

ことはかなり難しいです。そ

こで活躍するのは自動車免許

を持ったお父さん、お母さ

ん、おじいちゃん、おばあちゃんたちです。

　私も数年前子どもと一緒に日立市のかみね動物

園、常陸大宮市の山方淡水魚館、鹿嶋市の宇宙技

術センターなど20カ所以上を回りました。古河
市は茨城県の中でも西の端にあり、どこの県内施

設に向かっても「遠いなぁ」と思いながらまわっ

ていました。逆にネーブルパークを訪れる人も私

と同じ気持ちを持って訪れている人が多く、「ご

苦労さまです。」「お気をつけてお帰りくださ

い。」と自然に言葉が出てしまいます。

　しかし、「これは子どもよ

り一緒に回る大人のほうが熱

心にスタンプを集めている

な」と思ってしまう光景を見

ることがあります。実は私も

そうだったのかもしれません

が、スタンプが押されるたび

に「もっと集めたい」と思う

気持ちが子ども以上に湧いて

きて、次から次へとスタンプ

集めに行っていたことを思い

出します。皆さんの中にもこ

んな気持ちになられた人もいませんか。

　これから参加される人はまずネーブルパークや

古河歴史博物館でスタンプを押してからスタート

されてはいかがですか。

　　　　　【問】ネーブルパーク　☎92-7300
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春もたけなわ　博物館から展覧会のお知らせです

開館時間

午前9時から午後5時
(入館は4時30分まで)
【問】

古河歴史博物館☎22-5211

▲土井利位著『雪華図説』

▲

渓け
い
さ
い
え
い
せ
ん

斎
英
泉
「
江
戸
の
松
ま
つ
め
い
ぼ
く
づ
く
し

名
木
尽

　
押お
し
あ
げ
み
ょ
う
け
ん

上
妙
見
の
松ま
つ

」
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◇一般書

・ぎっちょんちょん

群　ようこ　著

　バツイチ子持ち、アラフォー

のエリコ。ふと耳にした小唄が

きっかけですっかり三味線には

まり、気がつけば39歳で芸者デ
ビュー！遅咲きの夢に奮闘＆邁

進、てんやわんやの華麗な転身

記。『波』連載を加筆修正して単

行本化。

出版社…新潮社　分類…Fム

◇児童書

・とうさんとうさんいかがなものか？

西村　敏雄　絵

　八百屋のなっぱと石屋の石

が、突然いっしょに言いだし

た。「花屋の娘をお嫁に欲しい

がいかがなものか？」八百屋と

石屋と花屋の父さんは大あわ

て。あったかくてやさしい3人
の父さんの物語。

出版社…あかね書房

分類…Eト　　 (古河図書館)

　花桃や桜が咲き誇る百花繚乱の華やかな季節となりました。

　ただいま、古河歴史博物館では、春の花ならぬ古河ゆかりの歴史

的な「雪の華」をご覧いただける展覧会「雪の殿さま　土井利
としつら

位」

を開催しています。

　ときは天保年間、古河藩主土井利位は、自然科学の手法を用い

て、日本で最初となる雪の結晶観察図鑑を著しました。顕微鏡を用

いたこの観察記録－『雪
せっか ず せ つ

華図説』は、日本人の初期科学的成果のひ

とつとして高く評価されています。

　また、雪の結晶すなわち「雪華」は、文様としても江戸の世に生

きる人びとにもてはやされました。こうして江戸庶民へ受容されて

いく雪華模様は、利位の官職名から「大
おおい も よ う

炊模様」として流行するま

でになったといわれます。

　本展では、日本雪
せっぴょうがく

氷学の濫
らんしょう

觴である『雪華図説』とその著者であ

る土井利位が、こんにちの雪氷学の世界でどのように評価されてい

るのかを紹介するとともに、江戸後期のニューモードとなった雪華

模様とそのデザイナー土井利位という視座から、その意匠が江戸の

人々に受容されて行く過程の一端を紹介します。

会　期　5月5日(木)まで
　　　　※会期中の休館日　

　　　　　4月11日、4月18日、4月22日、4月25日、5月2日
入館料　一般400円(20人以上の団体300円)、小中高生100円
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自分で守ろう、自分の体　
～子宮頸がんについて～

広報古河  2011.4.1

　ここ数年、唯一ワクチンで予

防できる「がん」として話題に

なったのが、「子宮頸
けい

がん」で

す。市では、「子宮頸がん」の

予防対策として、20歳以上の
女性を対象とした「子宮頸がん

検診」の他に2つの事業を行っ
ています。

●予防ワクチンの無料接種

　一つは中学生の女子を対象と

した「子宮頸がん予防ワクチン

接種事業」です。「子宮頸が

ん」は、性行為により女性の

80％は一生に一度は感染する
という「発がん性ヒトパピロー

マウイルス」と呼ばれる約15
種類のウイルスが原因と言われ

ています。中でも16型、18型
という特に「子宮頸がん」にな

りやすいウイルスの感染を防ぐ

ワクチンを10代で接種するこ
とで、効果が高いと言われてい

ます。ワクチンの接種は全部

で3回必要で、平成22年度は市
内の中学2・3年生を対象に行
い、1回・2回目の接種率は約
92％と高く、市民の関心の高
さが伺えました。引き続き平成

23年度も中学1・2年生を対象
に全額公費負担(無料)で実施予
定です。

●クーポン券の交付

　もう一つは「女性特有のがん

検診のクーポン券交付事業」で

す。対象の人は、乳がん・子宮が

ん検診を無料で受けられます。

平成２１年度から始めました子

宮がん検診は、前年度に20歳、
25歳、30歳、35歳、40歳になっ
た人が対象になります。最近若

い世代の罹患者が増えています

が、なかなか受診者が増えませ

ん。しかし、がんではないが正常

でもない「前がん病変」と言わ

れる「異型上皮」と診断された

人が、20代、30代でも複数いま
す。「子宮頸がん」は早期に発見

できれば、ほぼ100％治るように
なっていること、また、妊娠や出

産にもほとんど影響がないと言

われています。予防ワクチンは

開発されましたが、残念ながら、

今のところ全てのウイルスに対

して有効ではないので、予防ワ

クチンを接種しても、20歳を過
ぎたら年に一度は「子宮頸がん

検診」を受けましょう。

　

※市で行っている検診について

は、他にもたくさんあります。

オレンジ色の「平成23年度　
古河市特定健康診査・がん検診

日程表」が皆さんのお手元に届

いていると思います。ぜひ、検

診にお出掛けください。

(健康推進課)
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表紙写真

寄付

（3月1日現在　住民基本台帳から）

総人口 144,719人 （－60）
　男　 72,590人 （－40）
　女　 72,129人 （－20）
世帯数 54,553世帯 （＋55）

（ ）内は前月比

人口と世帯

　3月11日に発生した東北
地方太平洋沖地震では、

古河市でも震度5強を記録
し、非常に大きな揺れを感

じました。

　その後、市内では、被災

地での避難者の受け入れを

はじめ、被災地への災害物

資の援助などあらゆること

に対して市民、企業、団体

などから多くのご支援、ご

協力をいただき行っていま

す。この場をお借りして御

礼申し上げます。

(写真は被災地への災害物
資援助に協力してくださる

市民の皆さん）

　小淵美津子さん(三杉町)
より、普通自動車1台の寄
付。
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再生紙を使用しています。　　　　環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

古 河 風 土 記

☆  今月の料理  ☆

(1人分)
エネルギー＝143kcal
たんぱく質＝8.6g
脂質＝5.7g
カルシウム＝72㎎
食塩相当量＝0.5g

みんなで健康　カルシウムたっぷり

　“簡単朝レシピ”しらす入り卵焼き
｢お外大好き！｣

鈴木悠
ゆう　と

斗くん

(3歳2カ月　仁連)

境
の
ち
か
ら
・
言
葉
の
ち
か
ら
　

▲咳不動尊に奉納された木剣
(間中橋)

広報古河  2011.4.1

　元気いっぱいわが家のアイドル悠斗です。

毎日元気に走り回っているわんぱく坊主ですが、

3歳になり少しずつおうちのお手伝いをするよう
になりました。そんな日々の成長を見るのがみん

なとても楽しみです。これからも元気ですくすく

優しい子に育ってね。

　　　　　　　　　(父：浩さん・母：晴美さん)

材料(4人分)
卵4個、しらす干し20ｇ、長ネギ1/2本、牛乳大
さじ2、砂糖大さじ1、大根10ｃｍ、サラダ油大
さじ2
作り方

①長ネギは小口切り。大根はおろす。

②ボールに卵を割りほぐし、しらす、長ネギ、牛

　乳、砂糖を混ぜる。

③フライパンに油を熱し、②を流しいれ厚焼き卵

　を作る。

④厚焼きを食べやすい大きさに切り、大根おろし

　をそえる。　　　　　(食生活改善推進協議会)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
10
年
ほ
ど
前
か
ら
花
粉
症
の
症
状
が
出

て
い
ま
す
。
ま
だ
、
こ
の
病
に
御ご

り

や

く

利
益
が
あ

る
と
い
う
神
仏
は
聞
き
及
ん
で
は
い
な
い
の

で
す
が
、
不
老
長
寿
か
ら
毛
髪
の
悩
み
ま
で
、

医
学
の
進
歩
と
同
様
に
神
仏
も
あ
の
手
こ
の

手
と
御
利
益
を
繰
り
出
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

願
い
を
神
仏
に
頼
る
の
は
、
い
つ
の
時
代
で

も
同
じ
こ
と
。

　
た
と
え
ば
、
咳せ
き
ふ
ど
う
そ
ん

不
動
尊
が
あ
る
。
読
ん

で
字
の
ご
と
く
、
普
段

か
ら
つ
ら
い
咳
、
と
き

お
り
流
行
す
る
百
ひ
ゃ
く
に
ち
ぜ
き

日
咳
、

あ
る
い
は
風
邪
に
御
利

益
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

場
所
は
、
国
道
125
号
線

間
中
橋
交
差
点
か
ら
す

こ
し
北
、
水
路
に
沿
っ

た
と
こ
ろ
。
こ
こ
に
は

祈
願
し
た
人
た
ち
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
木
の
剣
が
、
数
多
く
奉
納

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
見
る
と
、
市

内
の
み
な
ら
ず
東
は
桜
川
市
、
西
は
加
須
市
、

北
は
小
山
市
と
、
広
く
信
仰
を
あ
つ
め
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
ご
近
所
に
お
話
を
う
か
が
う

と
、
こ
の
咳
不
動
尊
は
、
そ
の
脇
を
流
れ
る

水
路
の
上
流
、
数
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ

ろ
に
水
の
水
量
を
調
整
す
る
堰せ
き

が
あ
り
、
そ

こ
に
ま
つ
ら
れ
て
い
た
の
だ
と
い
い
ま
す
。

こ
の
御
利
益
に
そ
の
場
所
。
も
し
や
、
も
う

気
づ
い
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
「
堰
」
と
「
咳
」
と
の
語
呂
合
わ
せ
。

す
な
わ
ち
「
堰
の
不
動
尊
」
か
ら
、
人
々
の

願
い
に
と
も
な
っ
て
「
咳
の
不
動
尊
」
に

な
っ
た
の
で
は
と
。
そ
れ
を
つ
ま
ら
ぬ
駄だ
じ
ゃ洒

落れ

と
い
う
な
か
れ
。
全
国
を
見
渡
せ
ば
、
関

と
い
う
地
名
に
ま
つ
ら
れ
る
神
仏
に
、
関
の

地
蔵
さ
ん
な
ど
と
呼
ん
で
咳
止
め
に
御
利
益

が
あ
る
と
か
、
石せ
き
じ
ん神
か
ら
咳
の
神
だ
と
か
伝

え
て
い
る
と
こ
ろ
は
た
い
へ
ん
多
い
も
の
で

す
。
そ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
川
や
橋
の
た
も

と
に
ま
つ
ら
れ
る
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
う
や
ら
、
関

や
川
な
ど
の
よ
う
に
、

あ
ち
ら
側
と
こ
ち
ら

側
の
境
界(

関
・
堰)

は
、
強
力
な
パ
ワ
ー

を
も
っ
て
咳(

病)

を
退

け
る
な
に
か
が
あ
る

と
信
じ
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。
つ
ま
り
、

私
た
ち
の
先
祖
た
ち

は
、
そ
の
土
地
の
磁
場
に
あ
わ
せ
て
、
語
呂

合
わ
せ
や
駄
洒
落
の
よ
う
に
言
葉
の
意
味
を

転
換
す
る
こ
と
で
、
願
い
が
叶か
な

う
と
信
じ
て

い
た
の
で
す
。

　
こ
の
ご
ろ
の
わ
た
く
し
と
い
え
ば
、
ち
っ

と
も
お
も
し
ろ
く
な
い
駄
洒
落
な
ん
ぞ
、
つ

い
つ
い
言
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
そ
れ

は
先
祖
か
ら
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
ご
勘
弁
く
だ
さ

い
。
ん
っ
、
認
識
し
て
い
る
ぐ
ら
い
な
ら
言

う
な
っ
て
。
ま
あ
ま
あ
、
そ
れ
は
、
年
相
応

の
傾
向
な
ん
だ
か
ら
。

　
　
古
河
歴
史
博
物
館
学
芸
員
　
立
石
尚
之

〜
咳
不
動
尊
〜
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